
キーワー ド用語集 (吉田寛先生)

運動性能 ････自動車の運動性能 (走り･曲がり･止まり)は四輪タイヤの接地面

に作用する摩擦力によって決定される｡各タイヤの対路面スリップ

を制御し､所要の駆動力 ･制動力 ･旋回力を発生させ､意図通りの

車両運動を実現する技術がシャシー制御技術である｡

予防安全技術 ･･事故を未然に防止するための技術で､①視認性､操作性など運転を

容易にする技術､②ABS など車両の運動を安定させる技術､③追突
防止のための車間距離制御技術､④運転状態を監視し運転者に警告

を発する技術､⑤運転状態によっては車側が積極的に運転に介入し

事故を回避する技術､⑥路車間 ･車車間通信による事故防止技術､

⑦自動走行技術などがある｡

衝突安全技術 ･･車両が障害物 (車両 .障壁 ･歩行者など)に衝突した場合に､乗員

および歩行者への損傷を最小限にするための技術で､(丑車両に発生

する衝撃を緩和する技術､②車室の乗員スペースを確保する技術､

③乗員を拘束し保護するシー トベル トやエアバッグなどの技術､④

歩行者の傷害を緩和する技術､⑤衝突時の乗員の車外放出 ･火災を

防止する技術などがある｡

接合技術 ･･.･軽量 ･高強度 ･高剛性な構造を実現するうえで､部材間の接合技術

はきわめて重要である｡例えば､スポット溶接による接合をプラズ

マ溶接やレーザー溶接に替えるとフランジレスの閉断面構造が可能

となり軽量コンパクトな構造が実現するo Lかし､このような片側

溶接や高張力鋼板の溶接には､溶接上の制約 (部材の材質 ･精度､

溶接条件､溶接速度など)や設備費用の面などから､生産性および

コス ト面での課題も多い｡異材間の接合も今後の課題である｡

管理システム ･･企業が体系的に実行していくための仕組みのこと｡

自動車業界の品質管理システム (QMS QualltyManagementSystem )
としては､国際規格 ISO9000 シリーズと北米 BIG3 規格 OS9000 が主

なものであるが､現在 両規格を統合した国際規格 TS16949 に徐々に

移行しつつある｡

環境管理システム(EM S EnvlrOnmentManagementSystem )の国際
規格は ISO14000 シリーズが対応している0

LCA LlfeCycleAssessment の略で､物量値による環境評価手法の一つ

で､製品およびサービスにおけるライフサイクル全般にわたっての

総合的な環境負荷 (エネルギー消費､汚染物質の排出 ･資源の枯渇

など)を客観的に評価する手段の一つである｡

ライフサイクルには､①資源採取､②素材･部品製造､③製品製造､

④流通､⑤販売 ･購入､⑥使用､⑦廃棄の7 段階がある｡

国際規格としては ISO14040 シリーズが対応している｡
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sys okayama-U .ac｣pひとこと :大学発ベンチャー創出支援､M OT (技術経営)､新製品開発などの調査 ･研究

を進めています｡1 大学発ベンチャー支援政府の大学発ベ

ンチャー 1 000 社創出計画もあり､中

国地域の理工系教官のベンチャー企業創出につ

いて､主に経営面でのサポー トを行っています｡

大学には優れた技術シーズが数多くあり､それの活用が地域並びに大学に大きな活力を与

えます

2 M O TM OT は Manag eme nt
of Techn olog y の略で日本語では ｢技

術経営｣と訳されています｡簡単に言うと経営

の中にいかに技術を生かすかということです｡大

学の講義の中では技術者に対する経営教育､特に ｢新製品開発戦略｣､｢ベンチ

ャー企業創出論｣等を担当します｡3 . 新

製品開発MO T とも関連しますが､資源が乏しい
と言われている日本において､競争力の源泉となる

のが､｢開発力｣です｡従来経験と勘を中心にして

いた中小企業においては､特にシステム的な ｢新製品

開発｣が必要となります｡これについても研究しています｡4 組織

変革企業は環境に対応 して変化をすることが必要ですが､会社の風土など



キーワード用語集 (加藤珪一先生)

大学発ベンチャー ･･･大学のニーズを利用して新しく企業を立ち上げるもので､政府

は14 年度から16 年度の3 年間で､新たに1 00 0社の大学
初ベンチャーを立ち上げようと､各種支援を行っている｡

MOT (技術経営)

開発戦略 ･

組織変革 ･

技術開発､新製品開発に必要な経営知識とか能力という意味で

す｡具体的には､技術者に対する ｢新製品開発マネジメント｣

｢プロジェクト管理｣､｢財務知識｣などが主要なテーマとなる｡

物づくりにおいて最も重要な物の一つが ｢開発戦略｣である｡

それについて最適方策を決定して､プロジェクト管理的な面か

らも効率的に実行する全体的なステップである｡

外部環境の変化に対応して変化をするのは生物だけではなく､

企業においても当然のことである｡会部環境の認識､自社､業

界に対する影響および対応について､方法論的に研究するとと

もに実績的な対応をとるものである｡
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編集後記

2004 年 12 月に研究シーズ集 (第 1集)を発刊しました｡数多くの引き

合いがあり配布および送付いたしました所､関係者より ｢読みやすい｣｢分か
りやすい｣｢参考している｣等のお声を聞かせていただいておりました｡当初
準備しておりました部数も少なくなり今回増刷を決定しました｡しかし約2 年

間の間に一部の先生方の退任などがあり､そのままの増刷は相応しくありませ

ん｡そこで現役の先生方のみを掲載する改訂版という形で増刷することにしま

した｡このシーズ集が産学連携の一助になればと期待しております｡

(東 英男)
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